
ＮＰO法人北海道歩くスキー協会

令和3年度前期・後期事業
R，３年７月２５日～R，４年５月２２日予定



令和3年度野幌森林公園スノーハイキング
１、日 時：令和４年１月２３日（日） ０９：００～１１：４５
２、場 所：野幌森林公園 百年記念塔口前駐車場集合 9時
３、コース：
●百年記念塔＋瑞穂連絡線＋大沢口〜百年記念塔： ４ｋｍ
●百年記念塔＋瑞穂の池＋瑞穂連絡線＋大沢口

〜百年記念塔： ６ｋｍ
４、天 候：快晴，気温－７℃，雪温－３℃， 積雪約１ｍ２０ｃｍ
５、参加人員：歩くスキー１２名＋長靴２名＋スノーシュー１８名

合計 ３２名
６、内 容 ：
●当協会歩くスキーと全日本ノルディック・ウオーキング連盟の
スノーシューの皆さんと新型コロナウイルス対策もと，昨年度に
続き親睦を含めて実施致しました。
開会式では両会長のご挨拶、準備体操後各自が選定した歩く
スキーコースとスノーシューコースに分かれて出発致しました。



🔴すっきり晴れ渡る青空のもと風も無く絶好の天気です。
昨夜からの新雪の白銀にキラリと陽があたり景観を引き立てたり､
木々の細い枝にも雪がびっしり張り付き，森の景色の素晴らしさ
を見せてくれました。又ウサギやリス、キツネ等の足跡を発見し
自然との一体感を感じられ、皆さん大変満足されていました。

🔴６ｋｍコースに於いての瑞穂の池コースは，新雪も深く我々以外の
歩くスキーの人には会いませんでした。
先日下見した運営長から「昨日の大雪で瑞穂の池の手前の急斜
面が狭く危険」との事で折り返し大沢口方面へ向かいました。

🔴ゴールした７０代の男性「素晴らしい天候で，たっぷりと汗をかき
ました。これからスーパー銭湯温泉に行きスッキリしてビール等
で昼食を 楽しみます」と言って帰宅致しました。
６０代の女性ゴール後，百年記念塔を見上げて「昭和46年から
一般公開され良く子供たちと一緒に来た思い出の塔が老朽化で
廃止が決まり､寂しい限りです」とおっしゃっていました。

🔴来シーズンも企画致しますので多く方の参加を期待します。



スタッフよる受付が8時から始まりました



開会式9時10分～

丸山氏ご挨拶
江川氏ご挨拶



入念な準備体操をしました・・



記念写真撮影後出発しました



マイペースで・・
深雪でラッセルしながら・・

途中で休息・景色見ながら・・

だんだんと汗ばんで来ました・・



後続を待ち分岐点で
休息・・・・・



木々の細い枝にも雪が張り付き森の
景色の素晴らしさを見せてくれました



深雪に足を取られ転倒・・ 転倒したが新雪で痛くありません



背丈程の雪道を行く・・前面に
札幌の山並みも見えます

百年記念塔老朽化で廃止が決まり､
寂しい限りです・・青空も素晴らしい！



第９回 スノーデュアスロン北海道２０２２

１、日 時： 令和４年２月１３日（日） ９：５０～１２：５０
＊開会式９：５０～全レース終了後【表彰式・閉会式】

２、場 所： 滝野公園つどいの森 特設会場
３、天 候： 晴れ、 気温－３度，雪温－３度，積雪100ｃｍ（前日の降雪10ｃｍ）
４、参加人員・コース ：

*Ａコース「雪上自転車５ｋｍ→ＸＣスキー６ｋｍ計１１ｋｍ」のタイムトライアル
男性 １１名、 女性３名

*Ｂコース「雪上自転車２ｋｍ→ＸＣスキー３ｋｍ計５ｋｍ」のタイムトライアル
男性 ３名、 女性１名

５、内 容 ：
●スノーデュアスロンは、自転車とＸＣスキーの合計タイムで競うウインター
スポーツで２０１４年北海道で初めて開催されました。

●当会場にて前日12日（土）にはチーム戦ミックスリレー（男性２名、女性２名
で１チーム）、４チームで競技が行われました。
●当日の個人戦は、晴天で絶好の競技日和でした。前日からの降雪が
１０ｃｍありコースは整備されていましたが、バイクには雪が柔らかく運転し
にくいコンディションでした。
それでも、1位のタイムは４０分を切る３９分５７秒の好タイムでした。

●閉会式の時、大会長の山口理事長から次回大会は第10回の記念大会
なので、是非多数の参加をお願いしたいと挨拶されました



コースレイアウト

バイクコースは時計
回り。XCスキーコー
スは反時計回りに
進みます。

第9回スノーデュアスロン
滝野公園大会

🔴Ａコース：バイク５周（１ｋコース）、スキー２周（３ｋコース）・・計１１ｋｍ
🔴Ｂコース：バイク ２周（１ｋコース）、スキー１周（３ｋコース）・・計 ５ｋｍ



準備万端終了・開会式を待つスタッフ



９時１５分受付開始

バイクを点検する選手
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Ａコース 男女14名のバイクスタート（男性 １１名、 女性３名）



Ｂコースのバイクスタート前

バイクの競技風景（キャンプ場１ｋコース出入口の坂）



スキーの競技風景（つどいの森出口３ｋコースへ）



展望台下での各選手の力走



表彰式・Ａコース男子入賞者授与式（当協会浜島名誉理事長）

表彰式



Bコース入賞者授与式後の記念写真

Aコース女子授与式記念写真



参加者の皆さんと集合記念写真を撮り終了しました



第４７回 道民・札幌市民歩くスキーの集い

１．日 時： 令和４年２月２０日（日）１０：００開会式

１０：２０スタート

２．場 所： 滝野すずらん公園

３．コース： ３ｋｍ、６ｋｍ、１１ｋｍ、１７ｋｍ

（昨年までの１０ｋｍを１１ｋｍ、１６ｋｍを１７ｋｍに変更）

４．天 候： 雪のち晴れ、気温１．０℃、雪温―１．０℃、

積雪１０９ｃｍ （前日からの積雪１４ｃｍ）

５．参加人員：申込人員 ７９名（当日参加者５９名）

６．内 容 ：

● 道民・札幌市民歩くスキーの集いは皆様とともに第４７回大会を

開催することができました。

昨年はコロナウイルス感染拡大により中止、４５回大会は

積雪が少なく３ｋｍの周回コースで実施しました。

今年は天候にも恵まれ実施することができました。



●今日の積雪は朝５時ごろから８時頃まで雪が降り朝早くから

圧雪車で圧雪した後に降雪があり、若干の新雪状態でした

がベテランの方のスキーはよく滑っていました。

又今年初めてスキーをした方で手入れ不十分の方の

スキーは滑らず苦労していた方も多数いました。

●この大会は札幌地区で一番古い歩くスキーの大会で

今回は６歳から８７歳までの幅広い年代の方が参加して

いただき往年の滑りを見せて いました。

●お父さんと３人で参加して完走した姉妹、お母さんと仲良く

６ｋｍを完走した少年と皆さん仲良く微笑ましいご家族でした。

来年は６ｋｍ、１１ｋｍに参加して完走して下さい。

●北海道新聞の取材もあり２１日の朝刊に記載されました。

来年もお待ちしております。
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＊参加者の受付（右上）
＊感染対策をするstaff（左）
「新北海道スタイル」安全宣言書



「第４７回道民・札幌市民歩くスキーの集い」開会式



準備体操する各選手



１７ｋｍスタート（ウエーブ方式スタート）



お母さんと６ｋｍスタート６ｋｍスタート



１１ｋｍスタート



３ｋｍスタート



お父さんと参加した姉妹
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今年は初めてのスキーを楽しむ
マイペースで・・・

皆さん汗をかいてます・・・
完走を目指して・・
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関門で指示を出すstaff
終末staffも通過

ゴール迄残り２ｋｍ力走する選手・・・・・
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北海道新聞2月21日
朝刊に記載されました



第３８回滝野公園歩くスキー大会兼
第８回滝野公園クロスカントリスキー記録会

１．日 時 ： 令和４年２月２３日（水祝）１０：００～１３：２０
２．場 所 ： 滝野すずらん公園 常設コース
３．コース ： 記録会 ６ｋｍ、１１ｋｍ、１７ｋｍ 歩くスキー３ｋｍ、６ｋｍ、１１ｋｍ
４．天 候 ： 晴れ時々雪 気温-２℃ 積雪１４０ｃｍ
５．参加人員 ： 申込者 １１０名 （当日参加者 ７４名）
６．内 容 ：
●今回もコロナ禍の中の大会となりました。申し込みしましたが連日の積雪で
雪かきに疲れて参加を止めた方も多数いたと思われます。
参加者が少ないのは，コロナウイルス感染拡大の影響が大だと思われます。

●コロナ対策として整列は２ｍの距離、間隔をとりソシアルディスタンスに留意して、
スタートも５人ずつのウエーブスタートで実施しました。
昨年と同じく受付での密を回避するためにゼッケン、チップ、体調チェックシート等
を郵送して各人が提出する等の工夫でコロナ対策を完全に実施しました。
●天候については、前日からの積雪があり、圧雪車で圧雪はされていましたが
その後降雪があり最初の方はスキーの滑りが悪い状況でしたが、後のスタート方
は快適に滑っていました。
●今シーズンの歩くスキー大会はこの大会で終わりとなります。
来シーズンは新型コロナウイルスも終息した大会になると願いますが、
多数の方の参加をお待ちしております。



１７ｋｍコース

２周目は⑧で左折
しゴールへ向かう

滝野公園常設コースマップ
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準備万端開会式を待つstaff



デモｽﾄﾚｼｮﾝ開始・解説者；田中誠さん

デモンストレーター：札幌国際スキーマラソン第19回・20回大会
50km優勝者・江川聡氏を紹介



江川聡さんの流れるような滑りが美しく拍手喝采でした

ラビット・スーパー等披露



開会式・・・滝野すずらん公園管理センター長の
岡本大会長のご挨拶・

参加選手



準備体操①

準備体操➁



記録会１７ｋｍスタート直後



記録会：１１ｋｍスタート直後



記録会：６ｋｍスタート直後



１１ｋｍ歩くスキー
楽しみながらスタート



歩くスキー６ｋｍ・３ｋｍｽﾀｰﾄ

歩くスキー３ｋｍ
終末staffと共に



記録会：６ｋｍトップでゴール

記録証明書を受ける選手



記録会の選手続々とゴール

記
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る



記録会中学生以下男子部：ゴール

表彰されました



記録会表彰され喜ぶ女の子



前日の大雪でstaffの欠席者が出ましたが最低限の
人数で開催し終了出来ました




